

　　　　ＢＧＭ
ピース　　　「レデース＆ジェントルマン　今宵はstory at night　の日本公演にご来場していただき誠にありがとうございます　我ら心よりお待ちしておりました　今宵は忘れられない夜にいたしましょう」
ピース　　　「こちらは、ピエロのリリー・ティアーズ」
　　　　
リリーにスポット
リリー　　　「お次は、猛獣使いのエマ・ファイン」
　　　　エマにスポット
エマ　　　　「最後に、我らが団長ピース・ミラー」
　　　　ピースにスポット
ピース　　　「今宵はお越しいただきありがとうございます」
リリー　　　「楽しんでいってね」
エマ　　　　「さぁ」
全員　　　　「ショータイムです！！」
　　　　幕が開く
　　　　明るくなる
　　　　舞台のはしで
リリー　　　「みんなー今日はありがと！　こんなにたくさんのプレゼント、ホンとに嬉しい！　またねぇ」
　　　　舞台に出てきて
リリー　　　「はぁ…　疲れた、こんなに花だけもらってもって感じ…」
ピース　　　「おぉー　リリーお疲れってまたそんなにもらったのかよ」
リリー　　　「あ　丁度よかったこれ兄さんにあげるよ　その代わりそのチョコちょうだいー」
ピース　　　「お前な…　自分で貰ったものだろ？　ありがたく受け取れよ？　あとそのキャラやめたらどーだ」
リリー　　　「兄さん何言ってるかわかんない！　あと、チョコもらい」
ピース　　　「おい！！」
　　　　リリーがエマにぶつかりそうになる
エマ　　　　「リリー　走ったら危ないですよ？！」
リリー　　　「ごめんなさい…」
エマ　　　　「わかればいいですよ　あの、団長　お話があるんですけど…」
ピース　　　「なんだ？」
エマ　　　　「実は、侵入者がいまして」
リリー　　　「しんにゅうしゃ…　もしかして新しい団員のこと？！　やばいお花飾らなきゃ！！」
エマ　　　　「リリー　待ちなさい　侵入者というのは勝手に敷地内に入った人の事であって　決して新しい団員ではございません」
リリー　　　「なぁーんだ」
ピース　　　「で、その侵入者はどこにいるんだ？」
エマ　　　　「それがですね…　いまテント内を巡っています」
エマ　　　　「ほら、あの子です　いまものすごい勢いで走ってくる子です！」
鏡花　　　　「こんにちは、じゃなくてこんばんは！　あとお疲れさまです！！」
リリー　　　「この子がしんにゅう」
エマ　　　　「新入団員じゃないですよ」
リリー　　　「それはわかてるよ」
エマ　　　　「どうしてここに？」
鏡花　　　　「私、ここに入団したくてここに来ました」
エマ　　　　「えーーーーー　団長ききましたか！って団長？」
ピース　　　「えぇ　なんだっけ…　侵入者の話だよね？」
エマ　　　　「団長大丈夫ですか？」
鏡花　　　　「あの…」
ピース　　　「お前　名前は？」
鏡花　　　　「私のですか？」
ピース　　　「そうだ…」
鏡花　　　　「春川鏡花です」
ピース　　　「そうか…」
リリー　　　「春川鏡花さんだよね？」
鏡花　　　　「はっ…はい！」
リリー　　　「もし、からかいに来たなら帰ってもらえるかな？」
鏡花　　　　「えぇ」
エマ　　　　「リリー！！　何を言ってるんですか？！　すみません　ですが、今日のところはお引き取りください　あなたの家の電話番号は？」
鏡花　　　　「あの！！　一日でいいので泊めてください　なんでもしますから…」
エマ　　　　「そういわれても…」
ピース　　　「…　よし　わかった、今日は泊っていけ」
リリー　　　「えぇ？！」
エマ　　　　「なぜですか？！」
ピース　　　「なんとなくだ…　ただし仕事は手伝ってもらうからな」
鏡花　　　　「ありがとうございます」
リリー　　　「…」
ピース　　　「あと、これは団長命令だ　わかったかリリー？」
リリー　　　「はいはい…」
ピース　　　「まず、俺と鏡花は外の掃除…」
エマ　　　　「あの！私と鏡花にしてもらえませんか」
ピース　　　「あぁ…別にかまわないが…。じゃあ俺が客席でリリーが舞台の掃除だ。さぁすぐにとりかかれ」
　　　　暗転・ＢＧＭ
　　　　下手側が明るくなる
エマ　　　　「…あの」
鏡花　　　　「なんですか。」
エマ　　　　「そのケガどうしたんですか？」
鏡花　　　　「これは、さっき転んじゃって。。。」
エマ　　　　「なるほど。あとで湿布あげますよ」
　　　　　　　　　　　　　　　鏡花　　　　「ありがとうございます」
エマ　　　　「さぁ、早く終わらせましょう。」
下手側が暗くなる
上手側が明るくなる・ＢＧＭ
リリー　　「ねぇ　くまちゃん」
くま　　　「なにリリー」
リリー　　「春川鏡花が来たときの団長おかしくなかった？」
くま　　　「確かに…」
ピース　　「へー？なにがおかしいって？」
リリー　　「わぁ！！　兄さん、いたんだ？！」
ピース　　「掃除場所は同じ室内だし。　で、なにがおかしいって？」
リリー　　「なんでもないよ」
ピース　　「そうか。じゃあそのクマ没収な。」
リリー　　「えっなんで！」
ピース　　「掃除のじゃまだろ。ちゃんとやれよ？」
リリー　　「くまさぶろーーー！！」
　　　　暗転・ＢＧＭ
　　　　パーテーションとダンボール箱を出す
　　　　下手の鏡花にスポットが当たる。鏡花の携帯電話が鳴るが、無視する。
鏡花　　　　「はぁ…　いえに帰りたくないな…　でも、明日にはかえんなきゃ…　ってあれ？　テントの電気がついてる…」
　　　　テントを見に行く。上手のリリーにスポットが当たる。
リリー　　　「あと少しなのに…　なんでうまくいかないんだろう…」
鏡花　　　　「リリーさん？！　めっちゃ練習しなそうな人が隠れて練習って…」
　　　　静かに戻ろうとするが物にぶつかる
リリー　　　「誰？！　ってあんたか…　練習の邪魔だからあっちいってて」
　　　　立ち上がろうとしたが体がよろけている体は傷だらけで今日の公演の疲労
リリー　　　「いった…」
鏡花　　　　「足腫れてるじゃないですか！ちょっと待ってください！　ここに湿布があるので！！はい！」
リリー　　　「はぁ？　意味わかんない…　どっかいってよ！！あんたに助けられる筋合いはないんだけど…」
鏡花　　　　「もう！見せてください！！」
リリー　　　「やめてよ！」
鏡花　　　　「傷ついた人を見て見ぬふりはできませんので　これは、助けるじゃなくてだだのおせっかいです」
リリー　　　「ほんと、あんたみたいな人嫌いだ…　春川鏡花　このことは絶対に秘密だからね！！」
鏡花　　　　「はぁ…　はい！」
リリー　　　「で、なんで湿布なんて持ってんの？」
鏡花　　　　「私、よく転ぶので。」
リリー　　　「嘘でしょ。ホントはなんかあるんでしょ」
鏡花　　　　「…ばれちゃいましたね。実は虐待されてて…あはは」
リリー　　　「ふーん。あんたによく似た人を知ってる。大変だね」
鏡花　　　　「？？」
リリー　　　「あと、サン　つけなくていいから　リリーでいいから　私も鏡花って呼ぶから」
鏡花　　　　「はい！！」
　　　　
暗転・ＢＧＭ・パーテーションとダンボール箱を片付ける。
ピース　　　「よし、寝るか」
エマ　　　　「そうですね」
ピース　　　「鏡花は　俺の部屋の」
リリー　　　「鏡花は私の部屋で寝るから」
ピース　　　「え？」
リリー　　　「鏡花、行くよ」
鏡花　　　　「うっ…うん！　おやすみなさい」
ピース　　　「おっお…　おやすみー　なぁエマ　あいつらいつの間に仲良くなったんだ？」
エマ　　　　「さぁ…」
ピース　　　「俺らも寝るか…」
エマ　　　　「そうですね…」
ピース　　　「おやすみー」
エマ　　　　「おやすみなさい」
　　　　
　　　　暗転・ＢＧＭ
ピース　　　「おはー」
エマ　　　　「おはようございます団長」
ピース　　　「うん…」
リリー　　　「おはよー　めっちゃ眠い…　あぁそうだ兄さん朝ごはん食べたらさぁ」
ピース　　　「写真だろ　知ってるよ」
リリー　　　「ありがとう！」
ピース　　　「鏡花は？」
リリー　　　「鏡花なら　休憩室だよ」
ピース　　　「なんでだ？」
リリー　　　「知らないよ？」
ピース　　　「俺が見てくるよ」
リリー　　　「いってらっしゃい」
　　　　暗転・ＢＧＭ
　　　　中割幕を閉める。ダンボール箱などを出す。
鏡花　　　　「ここが休憩室かな？　色々なものがいっぱい…」
　　　　色々　ガサガサする
ピース　　　「なにしてんだよ」
鏡花　　　　「団長さん」
ピース　　　「鏡花、なんでここに来たんだ？」
鏡花　　　　「いえ…特に何も…」
　　　　鏡花が、写真たてを落とす
鏡花　　　　「すみません…　落としちゃいました」
ピース　　　「きにするなって　この写真懐かしいな」
鏡花　　　　「この写真は？」
ピース　　　「これは俺らが小さい時の写真だな　これが俺でこれがエマ　これがリリーだな」
鏡花　　　　「へー！！可愛いですね！！　でも後ろにいる女性はどなたですか？」
ピース　　　「それは元団長のアリス・フローラルだ　アリスが俺たち　３人を引き取ってくれた　いわば里親だな」
鏡花　　　　「訳ありの意味はそれなんですね…」
ピース　　　「まぁ…　それだけじゃないんだが…」
鏡花　　　　「？あれ、写真まだある…これは…？」
ピース　　　「これは…しょうがない。まずは、エマの話をしようか」
舞台が暗くなり、二人にスポットライトが当たる。
ＢＧＭが流れ始める。
ピース　　　「エマは昔奴隷でな　顔にまだその時の傷が残っているはずだ　昔より薄くはなったと思うが…」
鏡花　　　　「顔の傷ってその時のなんですね…　猛獣使いだから練習中のケガだと思ってました…」
ピース　　　「そうであってほしいけどな…　エマの奴隷時代は本当にひどかった…　殴られるは　蹴られるは…　アリスが引き取った時は餓死寸前だった…」
鏡花　　　　「餓死寸前って…　ひどすぎます…」
ピース　　　「あぁ　ひどい話だよな…　そのせいでエマは人間不信になったらし…　でも　いつの間にか治ってたんだよ…　その時は俺とエマとアリスしかいなかったのになぁ…」
鏡花　　　　「それでエマさんはピースさんの事…」
ピース　　　「ん？　なんかいったか？」
ピース　　　「リリーは…」
鏡花　　　　「どうしたんですか？」
ピース　　　「いや、　これは、本人から聞け」
鏡花　　　　「はい…」
ピース　　　「俺は元々養護施設にいた本当の親の顔も本当の自分の名前を知らない…今のピース・ミラーって言うのは養護施設の奴らがつけた名前なんだ…でも俺は自分の名前が嫌いだ。」
鏡花　　　　「じゃあ…なんで名前変えてないんですか…？」
ピース　　　「はぁ？」
鏡花　　　　「いや　本当に自分の名前が嫌いなら偽名を使えばいいじゃないですか？　でも団長は変えていない…　何か理由があるんですか？」
ピース　　　「あぁ　本当は変えたかった…　でもこの名前は妹が好きでな　もし再会したとき俺の名前を覚えているかもしれない　そう思ったら変えることができなかった…　この写真のこいつが俺の妹だ　名前は　マリー・ミラー」　（ＢＧＭ、フェードアウト）
鏡花　　　　「これって…」
ピース　　　「ん？　どうした？」
鏡花　　　　「いえ　なんでも…」
ピース　　　「いつになったら会えるんだろうな…」
鏡花　　　　「団長…　もし妹さんが見つかったとしても団長の事を覚えてなかったらどうしますか？」
ピース　　　「会えるだけでいいよ…　生きてるだけで　俺は幸せだ！！」
鏡花　　　　「そう…ですか…」
ピース　　　「鏡花　お前には親がいるんだ…　がんばれよ」
ピースが出ていく
鏡花　　　「この写真…　私の事について唯一話してくれた写真と全く一緒だ…　しかも団長が妹のマリーさんの事を指した位置…　親が私のことを指した位置と全く一緒だ…てことは…　私のお兄ちゃんは…　団長？！」
下手でこっそり話を聞いていたエマに、スポットが当たる。
エマ　　　「やっぱり　そうでしたか…」
暗転・ＢＧＭ
中割幕を開ける。ダンボール箱などを片付ける。
リリー　　　「あぁ！！団長どこ行ってたの？？」
ピース　　　「ちょっと散歩になぁ」
モリー　　　「写真撮ってよ！！」
ピース　　　「はいはい」
リリー　　　「さっき　過去の事、話したでしょ？」
ピース　　　「別に」
リリー　　　「ほんと兄さんは嘘つくの下手くそだね」
ピース　　　「うるせーな」
リリー　　　「私の事なんて言ってた…　やっぱり　嘘つき」
ピース　　　「お前の事はまだ話してない」
リリー　　　「なんで？　あっ　あと一枚とって」
ピース　　　「はいはい　自分の友達にくらい　自分で過去を話せ」
リリー　　　「はいはい…　写真ありがとう」
暗転・ＢＧＭ
鏡花にスポットが当たる。
鏡花　　　　「色々な話を聞いて疲れちゃった…　親の存在かぁ…」
母登場（影マイク）・ＢＧＭ流れる。
母　　　　　「鏡花！！　こんなところにいたの！！　探したわよ！！」
鏡花　　　　「お母さん！！　探したって…　なんで？！」
母　　　　　「そんなのあなたが大切な存在だからよ！！」
鏡花　　　　「大切な存在？！」
母　　　　　「そうよ！！　私にとって大切な　道具なんだから！！」
鏡花　　　　「えっ…　道具…」
母　　　　　「なんのために里親になったと思ってるの？！それもこれも全て私が楽しく生活するための道具でしかないの」
鏡花　　　　「じゃぁ…　私が今まで勉強してたのは…　あんたの小遣い稼ぎのためだけに勉強してたの！？」
母　　　　　「なに今さら…　ほら早く帰るよ」
鏡花　　　　「嫌だ…　私帰らない…」
母　　　　　「なに言ってんのあんた？　ほらいくよ！！」
鏡花　　　　「嫌だ！！」
エマ　　　  「私達の団員に何か用ですか？」
鏡花　　　　「エマさん…　なんでここに？」
エマ　　　　「話はあとで…　鏡花は帰りたくないと言っています　お引き取り願いますか？」
母　　　　　「鏡花…　早く帰るよ！！」
鏡花　　　　「ヤダ！！　絶対帰らない」
エマ　　　　「だそうです　お引き取りくださいますよね？」
母　　　　　「もうそんな道具いらない　あなたたちにあげるわ」　（ＢＧＭ、フェードアウト）
エマ　　　　「何とかいけましたね…」
鏡花　　　　「あの…　エマさん　さっきはありがとうございました！！　あと団員ってどういうことですか？？」
エマ　　　　「鏡花…　いえ　マリーさん」
鏡花　　　　「なんでそれを…」
エマ　　　　「つい気になってしまって聞き耳をたててしまいました　すみません…」
鏡花　　　　「どこから聞いてましたか…」
エマ　　　　「鏡花の一人ごとから…　それで外に出ていくからついてってみて今に至ります…」
鏡花　　　　「さっきは　ありがとうございました…　エマさんが来なかったらきっと私は…」
エマ　　　　「本題に戻ります　入団するにあたって一つ問題があります」
鏡花　　　　「問題？　ですか？」
エマ　　　　「えぇ…　率直にいえば　団長を苦しめることをやめてください！！」
鏡花　　　　「えっ？　私が…　団長を　苦しめているんですか？」
エマ　　　　「はい…　」
鏡花　　　　「じゃぁ私はどうすればいいんですか…」
エマ　　　　「それは自分で考えてください」
鏡花　　　　「…はい」
暗転・ＢＧＭ
ピース　　　「おかえりーじゃないよ！！　次の公演まであと２日しかないんだよ！あと４回も公演残ってるし…」
エマ　　　　「まぁ　一つ問題が解決しました」
リリー　　　「問題？」
エマ　　　　「鏡花の入団許可が下りたことです」
ピース　　　「へー入団許可が下りたねぇ…」
リリー　　　「そーなんだ…」
ピース　　　「えっ？！　エマ今入団許可が下りたって言ったか！！」
エマ　　　　「はい」
リリー　　　「へー　良かったじゃん」
エマ　　　　「里親の人に許可をもらったので入団することを許可しました！」
ピース　　　「よし！！　　今日は歓迎会だな！！」
鏡花　　　　「…」
ピース　　　「鏡花？　大丈夫か？　さっきっから何を考えこんでるんだ？」
鏡花　　　　「別に何も…　大丈夫です」
ピース　　　「そうか…　ならいいんだ」
エマ　　　　「…」
　　　　ピース、エマ、リリーが話しながら出ていく。鏡花が一人残る。
　　　　
鏡花　　　　「団長を傷つけるな…　ねぇ…」
リリー　　　「あれ、鏡花、どうしたの？」
鏡花　　　　「あ、リリー」
リリー　　　「鏡花と世界中回れる～　じゃなくてなに悩んでるの」
鏡花　　　　「別に　大丈夫だよ」
リリー　　　「…　鏡花　私の話、聞いててくれる？」
鏡花　　　　「うん」　（ＢＧＭ流れ始める）
リリー　　　「私、創作物語を作るのが今も昔も大好きなの　で、それを親友のメアリーにずっと話してたんだけど　ある日、私達の夢をお話にした　それはホンとにくだらなくて　ある泉の水を飲めば一生裕福な暮らしができるっていうね　私達も暮らしは決して裕福ではなかったけど幸せだったしあまりにもほら話だったから信じないと思ってた」
鏡花　　　　「思ってた？」
リリー　　　「次の日、メアリーから手紙が届いた、泉を探しに行ってきますって…　その日からいつまでたっても帰って来なかった今の今まで…　村の人からは　嘘つき少女　って呼ばれたよ」
鏡花　　　　「ひどい　リリーはなにも悪くないのに…」
リリー　　　「私と一緒にいると　呪われるってうわさもあった…　その時　アリスが私を訪ねてきた　『君みたいな子を探していたんだ』ってね　面白いでしょ　それで私はここに来た　そしてあの二人にあった」
鏡花　　　　「よかったですね　あんないい人たちに巡り合えた」
リリー　　　「うん、だから私は　あの二人から逃げようとした　もう大切な人を失いたくないって思ったから　なんだけどさ…　まるで私の考えが伝わってるみたいに『俺らはお前がいても不幸にならないし　いなくならないぞ』って　面白くない？　そしたら、ショーは大成功　終わった後すぐに私のところにきて『ほらな』ってその時　本当の私の居場所はあのの二人のそばなんだなって思った　これが私の過去の話」
鏡花　　　　「…」
リリー　　　「鏡花？」
鏡花　　　　「いいな…」
リリー　　　「鏡花は、私の大切な…　　ライバルなんだからね！！」
鏡花　　　　「ライバルって」
リリー　　　「そろそろ行こうか」
鏡花　　　　「私、トイレ行ってくる　あとこれ　団長に渡しといて」
リリー　　　「うん？」
　　　　
　　　　エマとピースが何か話しながらやって来る。
リリー　　　「兄さん」
ピース　　　「なんだ？　やけに満足そうだな」
リリー　　　「わかる　じゃなくてこれ　鏡花から」
ピース　　　「メモ紙？」
鏡花　　　　「団長　一日お世話になりました　私は皆さんとあえて本当にうれしかったです皆さんの笑顔はとても素敵でした　団長…　実は私団長の昔の話を聞いたときにきずいてしまったんです　私が団長の妹だってことに　すみません黙っていてでも今はあなたの妹じゃないなので消えます　とてもたのしかったです」
団長　　　　「とてもたのしかったです　だそうだ」
リリー　　　「それって」
エマ　　　　「退団ってことですかね…」
リリー　　　「やだ…　そんなの　やだよ…」
エマ　　　　「探しますよ私達の団員を」
ピース　　　「当たり前だ」
リリー　　　「うん」
　　　　暗転・ＢＧＭ（ピースがいなくなるまで流したまま）
　　　　ソファを中割幕の後ろに下げる。中割幕を閉める。
　　　　リリー、エマ、ピースに、順番にスポットを当て、消す。
リリー　　　「鏡花――　また　大切な人がいなくなるのは嫌だ！！　鏡花――」
　　　　メモをひろう
リリー　　　「こんなところにメモが…　鏡花は公園に　Ａより　行ってみよう！！」
エマ　　　　「鏡花――　鏡花――　私言い方間違えましたかね？　鏡花――」
　　　　メモをひろう
エマ　　　　「鏡花は公園に…　Ａより　デマかもしれませんが行ってみましょう」
ピース　　　「やっと見つけた俺の妹…　鏡花――どこだーー？！」
　　　　メモをひろう　
ピース　　　「あなたの妹は公園に　Ａより　マリー」
　　　　明るくなる。
鏡花　　　　「はぁ…　きっと皆怒っているだろう…　もう…戻れないな　リリーは無理してないかな…　エマさんは団長を支えてくれるよね　団長は…兄ちゃんは楽しく生活できるかな？　もう私のせいで苦しまなくてすむんだよね…　２日間…　楽しかったなぁ」
ピース　　　「見つけた！！　」　（ＢＧＭ流れる）
鏡花　　　　「団長…　なんでここに」
ピース　　　「そんなの　お前が団員だからに決まっているだろ」
鏡花　　　　「私は退団したはずですよ！」
ピース　　　　「お前がその気でも俺たちはお前の事を大切な団員だと思っている！！俺たちとの時間はそんなにつまんなかったか？」
鏡花　　　　「違う…」
ピース　　　「それとも　俺の妹だったことがそんなに嫌だったのか」
鏡花　　　　「違う！！」
ピース　　　「じゃぁ　何が理由なんだ？！　説明してくれ」
鏡花　　　　「私　エマさんに　団長の事を苦しめないでくれと言われて　それで考えたんです…　私が負担になってるなら　私が消えれば解決するんじゃないかって…　でも　こんな…　こうやって団員の皆は私の事探してくれるし…　団長は私を見つけてくれた…　期待しちゃうじゃないですか…」
ピース　　　「鏡花…　期待してくれ！！　もうお前の事は絶対離さないから！！　だから俺の妹に…　俺たちの仲間に戻ってくれ」
鏡花　　　　「…うん」
リリー　　　「見つけた！！」
鏡花　　　　「リリー！」
リリー　　　「よかった…　いなくなってなかった…」
鏡花　　　　「え？」
リリー　　　「…　鏡花　あんたは私のライバルなんだから消えたら困るの」
鏡花　　　　「ほんとにいた？！」
鏡花　　　　「エマさん」
エマ　　　　「鏡花　今回は本当に悪かったです…」
鏡花　　　　「エマさん…」
鏡花　　　　「あの…今回は本当に迷惑をかけました…もし良ければもう一度私にチャンスをくれませんか」
エマ　　　　「鏡花は嫌です」
鏡花　　　　「ですよね…」
エマ　　　　「マリー・ミラーがいいです」
鏡花　　　　「えっ…　それって…」
エマ　　　　「本当のあなたは歓迎します　よく戻ってくる事を決断しました」
リリー　　　「そーゆうこと！！　まっ　ライバルなのは変わらないしね私は賛成」
ピース　　　「えっ…　あぁ　俺も賛成だ」
リリー　　　「うわぁ　兄さんさん泣いてる！！」
ピース　　　「泣いてないし…」
鏡花　　　　「お兄ちゃん…　ただいま」
ピース　　　「あぁ　お帰り　マリー」
リリー　　　「マリー　私達には！」
鏡花　　　　「ただいま　みんな！」
全員　　　　「お帰り　マリー！！」
　　　　暗転・ＢＧＭ（流したまま）
　　　　中割幕を開ける。ソファを前に出す。鏡花の着替え。
）
　　　　舞台の端から
リリー　　　「今日まで本当にありがとう！！日本での思い出は絶対忘れないよ！！」
　　　　入ってくる
リリー　　　「はぁー…　ほんとに疲れた…」
鏡花　　　　「お疲れって…　またこんなに花が…」
リリー　　　「まぁね…　はいこれマリーにあげる」
鏡花　　　　「いらないよ　自分で貰ったものでしょ」
リリー　　　「兄さんと同じこと言ってる…　さすが本当の兄妹…」
鏡花　　　　「なんか言った？」
リリー　　　「いや別に…」
ピース　　　「二人共　お疲れー」
リリー　　　「兄さんお疲れ」
鏡花　　　　「お兄ちゃんお疲れさま」
ピース　　　「おぉ　お疲れさま」
エマ　　　　「団長お疲れのところ悪いんですけど次の公演場所が決まりました」
ピース　　　「ほんとか！！」
リリー　　　「つぎはどこ？」
鏡花　　　　「ワクワクします」
エマ　　　　「次の公演場所はスイスです」
　　　　舞台が暗くなる。
　　　　幕が少しずつ閉まる。一人分の幅だけ開けておく。
　　　　鏡花にスポットが当たる。
鏡花　　　　「実は、私　この手紙を見てここに来たんですけど　この手紙にはこのサーカス団のチケットとメモが入ってました　そのメモには　あなたの昔の事を知っている人がいる　と書いてあり　ここには本当にお兄ちゃんがいた…　そして　アルファベットでＡより…　このＡさんは一体誰なの？」
　　　　鏡花が幕の後ろに移動する。幕が完全に閉まる。
　　　　ＢＧＭが流れる。
　　　　メアリーにスポットライトが当たる。
メアリー　　「なんだろうこの封筒」
アリス（影マイク）
　　　「メアリーさん　こんにちは　今回あなたを　STORY AT NIGHTの公演にご招待いたします　あなたの探している人が見つかるかもしれないですよ　Aより」
メアリー　　「リリーについてわかるかもしれない！！　行って確かめなきゃ！」
　　　　幕
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